
















































































































の茣蓙を巻いたものを用いて水 を叩き倒すとともにさらに水 の周囲および水 そのものを叩く。最後に、塩米












































































山 田 明 広218
（17）江河邊多倀鬼、往往呼人姓名、應之者必溺、乃死魂者誘之也。
（18）澤田瑞穂『鬼趣談義 中国幽鬼の世界』（中央公論社中公文庫、1998年）、153～203頁参照。
（19）三界都統急捉金刀靈官楊從廣。右法、掐金刀印、辰炁書符、念呪、燒符。呼云、靈官楊從廣、從官一百二十人、與吾前去、
火急解下自縊鬼、入意。疾。
台湾道教の縊死者および溺死者救済儀礼に関する二、三の考察
よ。疾ならん（19）」とあるなど、関連する記述が見られ、しかも、駆逐の対象となっているようである。もしかする
と、「縊鬼」はもともとは民間だけでなく道教においても駆逐の対象となっていたが、しかし、「縊鬼」は飽くまで
も縊死した人の亡魂であり、救済すべき対象でもあるので、したがって、「縊鬼」から「二吊鬼」へと、すなわち、
亡魂から悪煞へと変化したのでないかと筆者は考える。この「二吊鬼」と「縊鬼」の関係性については、まだまだ
不明瞭な点が多く、ここであまり根拠のない論を展開するわけにもいかないので、この点についての議論はここま
でとして、今後の課題としたい。
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